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環境保全型農業直接支払交付金

もうかるブランド推進課





もうかるブランド推進課

○概要

○対象者

○支援の対象となる取組

　

　

12,000

14,000

有機農業

このうち、炭素貯留効果の高い有機
農業を実施する場合に限り、2,000
円を加算

環境保全型農業直接支払交付金について

　環境問題に対する国民の関心が高まる中、農業生産全体の在り方を環境保全を重視し
たものに転換するとともに、農業分野においても「地球温暖化防止」や「生物多様性保
全」に積極的に貢献していくため、環境保全に効果の高い営農活動に取り組む農業者に
対して、直接的な支援を行う事業

　化学肥料・化学合成農薬の使用を県の慣行レベルから５割以上低減する取組と
合わせて行う、「地球温暖化防止」や「生物多様性保全」に効果が高い農業生産活動等

　農業者の組織する団体、一定の条件を満たす農業者（複数の農業者で構成される法人
など）

交付単価
（10aあたり
　最大/円）

支援対象の取組

　平成２３年度から国の制度として実施

　交付金は、国が１／２、県及び市町村がそれぞれ１／４ずつを負担し、農業者に配分

交付単価
（10aあたり
　最大/円）

5,000

3,000

支援対象の取組

6,000

5,400

3,200

【取組拡大加算】
　有機農業の新規取組者の受入れ・定着に向けた栽培指導等(交付単価：4,000円/10a)

3,000

4,400

そば等雑穀・飼料作物

堆肥の施用

カバークロップ

リビングマルチ

うち小麦・大麦等

800

800

8,000

草生栽培

不耕起播種

長期中干し

秋耕

冬期湛水（地域特認）
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付
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施
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積
上
位
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鳴
門
市
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○
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付
額
上
位
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1
小
松
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市
小
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南
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2
阿
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市
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市

鳴
門
市

鳴
門
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交
付
額
（
千
円
）

主
な
取
組

４
年
度

点
　
　
検

点
　
　
検

順
位

平
成

3
0
年
度

令
和

元
年
度

２
年
度

３
年
度

有
機
農
業

有
機
農
業

項
　
目

実
施
市
町
村
数

実
施
件
数

交
付
額
（
千
円
）

実
施
面
積
（
h
a
）

順
位

平
成

3
0
年
度

令
和

元
年
度

２
年
度

３
年
度

面
積
（
h
a
）

主
な
取
組

４
年
度

冬
期
湛
水

有
機
農
業

　
実
施
面
積
の
上
位
市
町
村
は
、
阿
南
市
、
小
松
島
市
、
鳴
門

市
の
順
と
な
っ
た
。

　
阿
南
市
及
び
小
松
島
市
で
は
、
水
稲
作
の
有
機
農
業
の
取
組

が
多
く
、
面
積
は
２
市
で
県
内
全
体
の
過
半
を
占
め
て
い
る
。

　
鳴
門
市
は
、
れ
ん
こ
ん
作
の
冬
期
湛
水
及
び
水
稲
作
の
有
機

農
業
が
主
な
取
組
で
あ
る
。

　
交
付
額
の
上
位
市
町
村
は
、
阿
南
市
、
小
松
島
市
、
鳴
門
市

の
順
と
な
っ
た
。

　
単
価
の
高
い
有
機
農
業
の
実
施
面
積
が
多
い
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
の
実
施
市
町
村
数
及
び
実
施
件
数
は
、
令
和
３

年
度
と
同
程
度
で
あ
っ
た
。

　
実
施
面
積
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
の
第
２
期
対
策
に
お
い

て
、
有
機
農
業
の
交
付
単
価
の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
増
加
傾
向

に
あ
り
、
令
和
４
年
度
は
過
去
最
大
の
1
8
1
h
a
と
な
っ
た
。

　
交
付
額
に
つ
い
て
も
、
単
価
の
高
い
有
機
農
業
の
面
積
拡
大

に
伴
い
増
加
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
過
去
最
高
の
1
9
,
6
2
7

千
円
と
な
っ
た
。

6
,
8
0
6

4
,
8
1
7

1
,
9
1
3

有
機
農
業

有
機
農
業

冬
期
湛
水

有
機
農
業

5
8

4
4

2
0
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○
支
援
対
象
取
組
の
状
況

項
目

平
　
成

2
7
年
度

2
8
年
度

2
9
年
度

3
0
年
度

令
和

元
年
度

２
年
度

３
年
度

４
年
度

点
　
　
検

実
施
件
数

36
32

3
4

29
2
3

34
33

3
4

1
阿
南
市

実
施
面
積
（
h
a
）

88
99

10
9

97
8
7

1
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1
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13
9

2
小
松
島
市

交
付
額
（
千
円
）
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1
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6
08
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0

7,
74
5
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1
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,8
24
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0
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井
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施
件
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1
小
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島
市
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施
面
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（
h
a
）
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9

12
8

11
1
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1
5

27
2
吉
野
川
市

交
付
額
（
千
円
）

60
6

74
3

8
67

65
8

9
19

83
5

92
6

1
,6
6
3

3
阿
南
市

実
施
件
数

12
11

1
0

4
2

2
2

2
1
鳴
門
市

実
施
面
積
（
h
a
）

20
36

2
8

14
1
3

14
12

1
2

2
－

交
付
額
（
千
円
）

1,
63
4

2,
3
79

1
,5
8
6

86
6

72
9

1,
05
6

91
5

98
0

3
－

実
施
件
数

-
-

-
-

-
2

2
2

1
石
井
町

実
施
面
積
（
h
a
）
-

-
-

-
-

1
2

1
2
小
松
島
市

交
付
額
（
千
円
）
-

-
-

-
-

8
1
3

11
3

－

実
施
件
数

1
1

2
0

1
1

0
0

1
－

実
施
面
積
（
h
a
）

4
8

27
0

1
1

0
0

2
－

交
付
額
（
千
円
）

15
4

34
5

1,
16
0

0
27

28
0

0
3

－

秋
耕

　
令
和
２
年
度
か
ら
新
た
に
追
加
さ
れ
た

取
組
で
あ
る
秋
耕
は
、
２
件
の
取
組
が

あ
っ
た
。

令
和
４
年
度

実
施
面
積

上
位
市
町
村

冬
期
湛
水

（
地
域
特
認
）

　
地
域
特
認
で
あ
る
冬
期
湛
水
の
取
組

は
、
全
て
鳴
門
市
の
れ
ん
こ
ん
作
に
お
い

て
行
わ
れ
た
。

取
組
内
容

カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ

　
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
取
組
は
、
水
稲
作

で
多
く
、
近
年
、
拡
大
傾
向
が
続
い
て
お

り
、
令
和
４
年
度
は
実
施
面
積
・
交
付
額

と
も
に
最
大
と
な
っ
た
。

　
本
県
で
は
、
有
機
農
業
に
次
い
で
２
番

目
に
多
い
取
組
と
な
っ
て
い
る
。

堆
肥
の
施
用

　
近
年
、
堆
肥
の
施
用
の
取
組
の
み
で
支

援
を
受
け
る
生
産
者
は
少
な
く
、
令
和
３

年
度
か
ら
は
実
績
が
な
い
。

　
有
機
農
業
等
の
取
組
に
移
行
し
た
こ
と

が
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

有
機
農
業

　
有
機
農
業
は
、
水
稲
の
ほ
か
、
野
菜
や

果
樹
で
行
わ
れ
て
い
る
。

　
令
和
２
年
度
か
ら
は
、
単
価
の
増
額
も

あ
っ
て
面
積
が
拡
大
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
は
面
積
・
交
付
額
と
も
に
最
大
と

な
っ
た
。
本
県
の
実
施
面
積
の
７
７
％
を

占
め
て
い
る
。
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○
交
付
金
の
効
果

１
　
地
球
温
暖
化
防
止
効
果

２
　
生
物
多
様
性
保
全
効
果

３
　
そ
の
他
の
効
果

　
令
和
４
年
度
に
実
績
が
あ
っ
た
取
組
の
う
ち
、
「
有
機
農
業
」
、
「
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
」
及
び
「
秋
耕
」
は
、
有
機
物
を
土
壌
に
施
用
す
る
こ
と
で
、
土
壌
炭
素
貯
留

量
を
増
加
さ
せ
、
間
接
的
に
大
気
中
の
Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
に
資
す
る
な
ど
、
地
球
温
暖
化
防
止
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
令
和
元
年
度
（
第
１
期
最
終
年
度
）
の
9
8
h
a
か
ら
令
和
４
年
度
に
は
1
6
8
h
a
に
増
加
し
て
お
り
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
資
す
る
取
組
が
拡
大
し
て
い

る
。

　
農
林
水
産
省
が
令
和
４
年
度
に
実
施
し
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
調
査
」
の
結
果
を
用
い
て
、
慣
行
栽
培
と
比
較
し
た
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
量
（
Ｃ
Ｏ
２
換
算
）
を
算
定

す
る
と
、
令
和
４
年
度
は
約
2
1
7
t
Ｃ
Ｏ
２
と
な
る
。

　
令
和
４
年
度
に
実
績
が
あ
っ
た
取
組
の
う
ち
、
「
有
機
農
業
」
及
び
「
冬
期
湛
水
」
は
、
農
林
水
産
省
が
令
和
３
年
度
に
実
施
し
た
「
生
物
多
様
性
保
全
効
果
測
定
調

査
」
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
保
全
効
果
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
令
和
元
年
度
（
第
１
期
最
終
年
度
）
の
1
0
0
h
a
か
ら
令
和
４
年
度
に
は
1
5
2
h
a
に
増
加
し
て
お
り
、
生
物
多
様
性
保
全
に
資
す
る
取
組
が
拡
大
し
て

い
る
。

　
鳴
門
市
で
は
、
当
交
付
金
も
活
用
し
な
が
ら
、
れ
ん
こ
ん
作
の
水
田
に
お
い
て
、
化
学
農
薬
の
使
用
低
減
と
合
わ
せ
て
「
冬
期
湛
水
」
を
実
施
し
て
お
り
、
生
物
多
様

性
の
保
全
に
よ
り
、
国
の
特
別
天
然
記
念
物
「
コ
ウ
ノ
ト
リ
」
の
定
着
に
役
立
っ
て
い
る
。

　
当
交
付
金
の
推
進
活
動
と
し
て
、
農
業
者
が
農
作
業
体
験
に
よ
る
地
域
住
民
と
の
交
流
を
実
施
し
、
環
境
保
全
型
農
業
に
対
す
る
理
解
促
進
が
図
ら
れ
て
い
る
。
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